























































「日本事情」，いま何が問題か  水谷 修 
外から見た「日本事情」 堀江 プリヤー ダニエル ロング 
日本語学校における「日本事情」 岩崎 隆次郎 
異文化コミュニケーションと「日本事情」 横田雅弘 
ボランティア活動と「日本事情」 北村 真佐子 








































































































































































































































































4 まとめ 問うこと 
本書によって著者細川は自らの依って立つ言語文化理論の方向性を確立したと
言える。それは従来の日本事情，すなわちことばと文化の教育を真摯に考えるもの
に態度変更を促すものであった。しかし細川の確立はそこで完成してしまうような
性質のものではない。本書の中でさえ変容が確かめられたように著者の実践は変容
し続ける。筆者はあとがきで以下のように書く。 
 
「日本事情」について考えるうちに，ようやくこの「鳥を野に放つ」こと
に私は行きついた。国語学から日本語学へ，さらに日本語教育へと自らの
守備範囲をひろげる過程ではおよそこうしたことに無関心だった自分に
気づく。それは「なぜ『日本事情』なのか」という私自身への問いがもた
らした，一つの自己変容なのかもしれない。なぜなら，こうした「なぜ」
を持つことによって私は，ことばと文化の問題を自らの課題として引き受
けざるを得なくなったからである（p250）。 
 
本書を真摯に熟読した読者は筆者とともに「ことばと文化の問題を自らの課題と
して引き受けざるを得なく」なっていることに気づき，自分の思考が変容に向かっ
て動き出していることに気づく。「なぜ」を持つこと，それは自己変容の原動力と
なるものなのである。それが筆者細川の変容を促していたものなのだ。「なぜ」を
持つこと，それは単純な方法論かもしれない。しかしそれはあらゆるものごとを根
底から覆すことを可能にする苦しいがしかし根源的な方法論といえるのではない
だろうか。 
本書の提起する問題意識と方法論は現在的な課題として今でも読者の前にある
のである。 
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